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〔1〕   
小 澤 俊 文  
は別に、1816年と1818年に、《De11tSCheSagen〉を世に送っているq）だが、  















九ているからである。   
メルヒェソ観の検討には、もう一つ、ドイツ文学史のなかでの彼らの位置と  
いう観点が可能であろう。捌こロマン派の詩人たちや、Marb11rg時代の師で  
あるFriedrlCh Carlvon Savignyとの関係も明らかにしなけれはならないだ  






《Epische Gesetze der Volksdichtung》1909，W・A・Berendsohn；《Grund－  
fonnen volkstむIllicher Erzahlerkunst》1921，AndrとJolles：《Einfache  




察もおこなわれてきた。例をあげれは、≡r－－FッバではMarkAsadowskl：   































ろう。その重要性にかんがみ、全文を訳出しておく。   



























いわなければならない。   































う。   
C）植物には一定の分布があるが、誰がそれを伝挿したかは不明である。気  
候条件や地質、気圧などの諸条件が整っているはあいにのみ、伝播が可能だっ  





し、あげる意味もない。むしろ伝播にとって重要だったのは、受けいれられる   
小 澤 俊 夫  
社会的、慣習的、信仰的条件が整っていたかどうか、である。例えば、ヨーロ  
ッパでも日本で、象が主人公という話は受けいれられないし、東南アジアでは  



















は、まことに不思議なことだが植物の形式意志とでもいうべきものではなかろ   
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こないのである。   
そこで実例だが、筆者が数年前に確認した日本の〈倭薬師〉 とよはれている  
うそつき話をみることにする。それと同じ後半部をもつが前半部のちがう話と  
して、〈馬喰八十八〉 とか、く大むく助、小むく助〉 とよはれている、すさまじ  
いうそ話がある。〈俵薬師〉は全国的に分布しているに反して、〈馬喰八十八〉  
の方は、青森で〈大ぶくろ、小ぶくろ〉、岩手で〈馬喰八十八〉、和歌山で〈大  













に深入りしない語り方をしないと、聞き手に受けいれられないのである。さ   





していくのである。   
このことを、1962年に自動車事故死した、ドイツのメルヒェン研究者Walter  











認めたという意味での功囁は大きい。   
Max L也tbiほ現地調査をする研究者でほないので、語り手とか，伝承の様  
相という観点からの発言はないが、文芸学的考察のなかから、メルヒェンには  
形式意志（Fomwiue）があるといっている8〉。   
だが、この小論の趣旨からいって、グリム兄弟が、あのメルヒェソ集のなか  
で、どのようにしてメルヒェソの形式意志をくみとり、実現していったか、を  
みなければならない。   



































ひとりの手による推敲である。   
ここで、グリム兄弟がメルヒヱ∴／に内在する形式意志をいかにくみとって、  
実現していったかという問題にもどり、〈白雪姫〉を例としてみることにしよ  




MarleHa5Senpfll唱が語ったものをJacobが記録したのであろうとされてい   
小 澤 俊 夫  
る。1822年に兄弟が第2版の第3巻として出版した《Anmerkungen zu den  
einzelnenMarchen》によれは、「ヘッセソのいくつかの物語による」となって  
いる。つまり、いくつかの燥似の物語を聞いて、それを初版に向けてまとめた  
ものと考えられる。そのとき推敲したのはWilhelmである。   
この小論は全文を詳掛こ比較すべき場所ではないので、ここで問題としてい  

















できないのである。   




























ルヒェソほ，形式意志としてそれを望んでいるのである。   
では、口伝えの文芸として、メルヒ。ニンほ、そうした形式意志の発雷として  
の「同一場面、同一表現」という語り方によって、聞き手に何を与えるであろ  











既知のものとの再会の喜びは、人に安らぎを与えてくれる。   
考えてみれほ、人の一生は、この二つの心の動きのバラソスの上に成りたって   
小 澤 俊 夫  
いるといっても過言ではあるまい。年齢、性質、環境によってさまぎまな割合  
にはなるだろうが、どちらか一方だけで生きられる人はあるまい。メルヒェン  














は、正しい加筆である。   
以上、グリム兄弟がメルヒェンを植物になぞらえて論じた根拠を、ふりか  
えって探ったが、この序文のなかにほ、まだ他にも植物になぞらえた部分があ  













り、われわれはそれを目ぎさなけれはいけない。」   






強調されている。KⅥrt Rankeほ「homonarrans」（語る動物）という表現で  
それをいっている18）。人間は人類史のはじめから、語ることをしなかったこと  






















の囁矢をなすであろうということである。   
そして、第2節で明らかなことほ、グリム兄弟が、各時代に栄えるりっばな  
ものは、時がたつにつれて衰え、忘れられることがあるが、目立たない、たい   




前に序文のなかで明言しているのである。   
目立たない、無視されていたものが、じつは真価を発揮していく、という思  
想を、もしストーリーのすじにおきかえてみると、これこそまさに多くのメル  
















をもっておられます」と答え、正解であったため、王女と結婚する1占）。   




る、という。〈シンデレラ〉 も同じ構造をもっているし、これは、メルヒエソに  














しているところである。   
グリム兄弟は、Ohkの「最後部優先」の法則も、Liitlliの「仮象と実在」と  
いう分析も知らなかったのだが、序文の冒頭力二節に、生垣のかげの麦の比喩  











ないことがあると思う。   
メルヒェンにおけるフ丁ソタジーというと、何か奇想天外なことが起きなけ  
れはならないような響きをもっていると思われがちだが、メルヒェソのなかで  







白雪姫は森のなかで、のたれ死にすることなく、ちょうどうまいく小あいにこびと   




















せられる話として片づけられることにもなろう。1hx Llithiが、「抽象的様  
式▼lに基づく文芸と規定した口伝えのメルヒェソを、そっくりそのままメルヒ  
ェンとして受けし、れることのできるファンタジー、それを、Willlelmは、「曇  









なのではあるまいか。   
































が正しいかどうか、という問題を考えないわけにはいかない。   
もちろん、時代の急激な変化によって、どの民族でも程度の差はあれ、口伝   
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